


　令和７年第３回定例会は９月４日に招集され、会期を９日間と決めた後、

諸般の報告、行政報告、教育行政報告、監査報告、一般質問、報告１件、同

意２件、条例制定１件、条例改正２件、補正予算２件、その他議案４件、意

見書１件、令和６年度各会計決算認定６件を審議し、１１日に閉会しました。

　また、各会計決算の認定審査は、第３回定例会で決算特別委員会にそれぞ

れ審査が付託されました。会期中の９月９日・10日に決算特別委員会を開催

し、その審査結果を深澤委員長から議会に報告し、認定されました。

令和７年

第３回定例会
９/４〜９/11

第３回定例会・
　決算特別委員会が

　　　　行われました

第３回定例会・
　決算特別委員会が

　　　　行われました

透明性ある財政運営をめざして透明性ある財政運営をめざして
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令和６年度健全化判断比率　　　　　   　 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

−

（15.0）

−

（20.0）

8.1

（25.0）

−

（350.0）

※（　）は国が定めた早期健全化基準

※ハイフンは黒字のため比率として出てきません

令和６年度資金不足比率　　　　       　 （単位：％）

公営企業会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 −
20.0

下 水 道 事 業 会 計 −

※資金不足比率がない場合、ハイフンで表示します



報

告

健※

全
化
判
断
比
率

※

及
び
資
金

不
足
比
率 
　
　
　

　（
報
告
済
）

内容

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
本
町

の
実※

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
、
黒
字
の
た
め
比
率
と
し
て
出

て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の

資※

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
資
金
不
足

が
生
じ
た
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
財
政
の
早
期
健

全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」

「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
財
政
指
標

を
定
め
て
い
る
。
４
指
標
と
も
数
値
が
大

き
い
ほ
ど
財
政
状
況
は
悪
い
と
さ
れ
る
。

※
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
赤
字
額
が
な
い
た
め
算
出
し
て
い
な

い
。
将
来
負
担
比
率
は
将
来
に
わ
た
っ
て

の
負
担
を
収
入
が
上
回
っ
て
い
る
た
め
算

定
し
な
い
。
い
ず
れ
の
比
率
も
国
が
定
め

た
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。

※
資
金
不
足
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
、
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

健
全
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

同

意

功
労
者
の
表
彰
　
　
　
　
　

︿
一
般
功
労
者
﹀（
同
意
）

故
　
中な

か
が
わ川

　
紀の

り

お雄
　氏

　
保
護
司
27
年
５
月
、
人
権
擁
護
委
員

30
年
７
月
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
28
年

な
ど
、
永
き
に
わ
た
り
多
く
の
要
職
に
就

か
れ
、
社
会
公
共
の
福
祉
向
上
と
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
貢
献
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
教
育
委
員
の 

任
命
　
　
　
　
　
　
　（
同
意
）

内容

令
和
７
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了

に
よ
り
、
次
の
方
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

横よ

こ

い井
　
真ま

ゆ

み

由
美
　
氏

︿
任
期
﹀
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　 

令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で

条

例

制

定

京
極
町
長
等
の
給
与
の
支
給
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定   

（
原
案
可
決
）

内容

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
月
額

を
令
和
７
年
10
月
分
及
び
11
月

分
に
限
り
、
給
料
月
額
に
１
０
０
分
の

80
を
乗
じ
て
得
た
額
に
減
額
す
る
も
の

で
す
。
令
和
６
年
12
月
か
ら
の
降
雪
に

よ
り
令
和
７
年
１
月
６
日
に
四
区
除
雪

車
用
倉
庫
の
落
雪
事
故
が
発
生
し
、
屋

根
の
崩
壊
に
よ
り
、
倉
庫
内
に
格
納
し

て
い
た
株
式
会
社
中
村
組
所
有
の
車
両

２
台
に
損
傷
を
与
え
た
。
多
大
な
損
失

が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
長
、
副
町

長
の
管
理
監
督
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
責
任
を
負
う
も
の
で
す
。

条

例

改

正

京
極
町
重
度
心
身
障
が
い
者
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正   

（
原
案
可
決
）

内容

昨
年
12
月
１
日
よ
り
健
康
保
険

証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

移
行
さ
れ
、
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い

た
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
令
和
７
年
７
月
31
日
を
も
っ

て
利
用
が
終
了
。
社
会
保
険
、
共
済
組

合
等
に
つ
い
て
も
本
年
12
月
１
日
を

も
っ
て
利
用
が
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら

本
条
例
の
第
７
条
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
に
受
給
者
証
と
と
も
に
提
示
が

必
要
な
も
の
と
し
て
「
被
保
険
者
証
又

は
組
合
員
証
」
と
あ
る
部
分
を
「
医
療
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保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
若
し
く
は

被
扶
養
者
た
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」

へ
健
康
保
険
証
に
関
す
る
文
言
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
本
条
例
は
令
和
７
年

12
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

京
極
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正
　
　
　 

（
原
案
可
決
）

内容

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
が

複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る
状
況
で
新
た

な
行
政
課
題
へ
の
対
応
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
増
大
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に
対

応
す
べ
く
、
効
率
的
・
効
果
的
な
組
織

機
構
の
見
直
し
を
行
う
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。
新
た
に
財
政
課
、
商
工
観

光
課
を
加
え
、
産
業
課
を
農
林
課
に
、

出
納
室
を
出
納
課
に
改
め
、
税
務
課
を

削
る
も
の
で
す
。
こ
の
条
例
は
令
和
７

年
10
月
１
日
よ
り
施
行
し
ま
す
。

そ

の

他

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

 

（
原
案
可
決
）

【
賠
償
対
象
及
び
内
容
】

　
四
区
除
雪
車
用
倉
庫
の
落
雪
事
故
に
係

る
車
両
修
繕
費
用
及
び
代
車
借
上
補
償

【
賠
償
相
手
方
】

　
株
式
会
社
　
中
村
組

【
賠
償
金
額
】

　
６
５
４
万
１
８
９
円

【
損
害
発
生
に
係
る
経
過
】

　
令
和
６
年
12
月
か
ら
の
降
雪
に
よ
り

令
和
７
年
１
月
６
日
に
四
区
除
雪
車
用

倉
庫
の
落
雪
事
故
が
発
生
し
、
屋
根
の

崩
壊
に
よ
り
、
倉
庫
内
に
格
納
し
て
い

た
株
式
会
社
中
村
組
所
有
の
車
両
２
台

に
損
傷
を
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
車
両

修
理
期
間
中
に
お
い
て
は
、
相
手
方
の

現
場
作
業
に
も
影
響
を
与
え
、
代
車
を

借
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
た
。

補

正

予

算

令
和
７
年
度

京
極
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）　
　
　
　     

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
８
５
８
６
万
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
47
億
４
５
１
９
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税２

９
２
０
万
７
千
円
追
加

【
国
庫
補
助
金
】

・
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金

３
１
０
０
万
９
千
円

・ 

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
事
業
費
補

助
金
　
　
　
　
　
　
　

52
万
８
千
円

【
委
託
金
】

・ 

中
長
期
在
留
者
居
住
地
届
出
等
事
務

委
託
金           

 

20
万
円
追
加

【
雑
入
】

・
交
通
事
故
等
保
険
金

１
７
０
１
万
８
千
円
追
加

【
町
債
】

・
道
路
排
水
整
備
事
業 ７

９
０
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
普
通
旅
費
　
　
　
　
　 

17
万
円
減
額

内容

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
旅
費

で
す
。

・
消
耗
品
費           

25
万
円
減
額

・ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
業
務
委
託
料

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
募
集
等
業
務
委
託
料

８
２
５
万
円

内容

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報
酬
、

活
動
に
か
か
る
経
費
と
募
集
オ
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ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
管
理
、

運
営
に
係
る
経
費
で
す
。

・ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
経
費
等
負

担
金          

 
１
５
８
万
円
減
額

・
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

２
７
５
万
円
減
額

【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
】

・ 

中
長
期
在
留
者
居
住
地
届
出
等
事
務

用
機
器
購
入
費           

20
万
円

内容

中
長
期
在
留
者
居
住
地
届
出
等

に
係
る
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
費
用

で
す
。
出
入
国
管
理
局
か
ら
在
留
カ
ー

ド
に
か
か
る
機
器
変
更
の
指
示
が
あ
っ

た
も
の
で
す
。

【
社
会
福
祉
費
】

・ 

介
護
予
防
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
サ
ポ
ー

ト
拠
点
整
備
モ
デ
ル
事
業
委
託
料

３
１
０
０
万
９
千
円

内容

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
通
い
の
場
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ょ
う
こ
こ
が
運
営
す
る

三
条
通
に
あ
る
地
域
福
祉
拠
点
の
増
改

築
、
備
品
購
入
の
費
用
で
す
。

【
保
健
衛
生
費
】

・
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

79
万
２
千
円
追
加

内容

妊
婦
支
援
給
付
に
係
る
シ
ス
テ

ム
改
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。
妊

婦
支
援
給
付
は
令
和
４
年
に
制
度
が
始

ま
り
、
妊
娠
時
に
５
万
円
、
出
産
時
に

５
万
円
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
道
路
橋
り
ょ
う
費
】

・
町
道
等
補
修
工
事

・
四
区
除
雪
車
用
倉
庫
等
除
却
工
事

・
四
区
車
庫
建
設
工
事４

８
８
０
万
円
追
加

・
代
車
借
上
補
償   

１
５
６
万
１
千
円

令
和
７
年
度

京
極
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
２
２
７
万
７

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
６
９
５
２
万
３
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
国
庫
補
助
金
】

・
子
ど
も･

子
育
て
支
援
事
業
費
補
助
金  

２
２
７
万
７
千
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
徴
収
費
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
費

２
２
７
万
７
千
円
追
加

内容

令
和
８
年
度
よ
り
子
ど
も･

子

育
て
支
援
金
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
各
医
療
保
険
に
つ
い

て
保
険
料
の
賦
課
の
仕
組
み
が
変
更
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
後
期
高
齢
者
の

医
療
保
険
料
の
算
定
等
で
使
用
し
て
い

る
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
行
う
も
の
で
す
。

規

約

の

変

更

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更    

（
原
案
可
決
）

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更   

（
原
案
可
決
）

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

（
原
案
可
決
）

内容

構
成
団
体
の
離
脱
に
伴
い
、
檜

山
振
興
局
の
項
中
の
「
、
江
差

町･

上
ノ
国
町
学
校
給
食
組
合
」
を
削

る
も
の
で
す
。
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令和6年度決算認定

バ
ス
の
停
留
所
及
び
待
合
所

問

村
上
委
員
　
京
極
町
内
の
バ
ス

の
停
留
所
及
び
併
設
さ
れ
た
待

合
所
の
数
、
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
の

清
掃･

除
草･

除
排
雪
な
ど
の
維
持
管

理･

環
境
整
備
等
は
ど
の
よ
う
に
依
頼

さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答

山
木
企
画
振
興
課
長
　
京
極

町
内
の
バ
ス
停
の
数
は
、
全
部

で
11
か
所
あ
り
ま
す
。
維
持
管
理
は
、

町
内
会
の
方
々
で
維
持
管
理
を
し
て
い

る
所
も
あ
れ
ば
、
利
用
者
が
少
な
い
場

所
で
は
維
持
管
理
を
さ
れ
て
い
な
い
所

が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
停
の
目
視
等
の
点

検
、
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
ご
み
の
処
理

や
清
掃
を
行
い
、
雪
下
ろ
し
も
建
物
が

つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
、
特
に
雪
の
多
い

時
期
は
巡
回
を
し
て
屋
根
の
雪
下
ろ
し

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

村
上
委
員
　
沿
線
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
安
全
か
つ
快
適
に

バ
ス
停
を
利
用
す
る
た
め
に
現
在
、
自

主
的
に
清
掃･

除
排
雪
な
ど
の
管
理･

環
境
整
備
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
沿
線
の
町
内
会
や
個
人
の
方
に

は
報
酬
を
支
払
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

山
木
企
画
振
興
課
長
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
現
状
も

あ
り
、
徹
底
的
に
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
所
と
さ
れ
て
い
な
い
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
統
一
し
た
考
え
方
を

持
っ
て
、
課
内
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

職
員
研
修

問

菊
地
委
員
　
職
員
の
研
修
事
業

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
研
修

を
さ
れ
た
の
で
す
か
。
庁
内
研
修
だ
け

で
は
な
く
、
研
修
セ
ン
タ
ー
や
後
志
管

内
町
村
職
員
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答

兼
松
総
務
課
長
　
後
志
管
内

の
新
規
採
用
職
員
基
礎
研
修
は

１
年
目
。
初
級
研
修
は
２
年
目
の
職
員

が
参
加
し
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修

は
、
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
税
務･

文

書
作
成
能
力･

窓
口
応
対
マ
ナ
ー･

折

衝
力･

交
渉
力
強
化
、
あ
る
い
は
自
治

体
の
法
務
研
修･

業
務
改
善
手
法
な

ど
様
々
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

庁
内
研
修
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を

町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！
町のお金の使われ方を

  　 議員がチェック！

主

な

決

算

質

疑
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実
施
し
、
60
名
以
上
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

ふ
き
だ
し
公
園
の
整
備

問

菊
地
委
員
　
令
和
６
年
度
の

ふ
き
だ
し
公
園
の
整
備
事
業

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
か

伺
い
ま
す
。

答

山
木
企
画
振
興
課
長
　
ふ
き

だ
し
公
園
内
の
設
備
補
修
工
事

に
６
０
５
万
円
。
ふ
き
だ
し
公
園
情
報

発
信
カ
メ
ラ
設
置
で
５
１
１
万
５
０
０

０
円
。
公
園
内
の
散
策
路
舗
装
工
事
で

２
０
９
万
円
の
工
事
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
委
託
は
ふ
き
だ
し
公
園
駐
車

場
の
除
排
雪
委
託
で
７
３
１
万
５
０
０

０
円
。
夏
季
の
駐
車
場
の
警
備
委
託
で

５
８
５
万
２
０
０
０
円
。
公
園
内
芝
生

維
持
管
理
の
委
託
で
５
６
３
万
２
０
０

０
円
。
遊
具
点
検
で
48
万
３
５
６
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
修
繕
は
遊
具
の
点

検
の
結
果
に
よ
る
修
繕
で
32
万
６
０

０
０
円
。
昨
年
の
強
風
に
よ
る
倒
木
処

理
で
45
万
５
０
０
０
円
。
湧
水
口
側
の

駐
車
場
区
画
線
を
引
き
直
し
て
35
万

２
０
０
０
円
が
主
な
維
持
管
理
の
経

費
で
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
の
整
備

問

船
場
委
員
　
京
極
町
の
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
の
場
所
で
あ
る
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
の
雑
草
対
策
を
含

め
、
総
体
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

答

加
藤
生
涯
学
習
課
長
　
中
体

連
の
前
に
は
職
員
が
除
草
作
業

を
し
た
り
、
土
の
部
分
や
春
先
に
幅
跳

び
の
ピ
ッ
ト
の
土
の
入
れ
替
え
や
転
圧

作
業
を
行
い
、
維
持
管
理
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
少
年
団
も
保
護

者
が
使
っ
た
後
に
整
備
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
整
備
を
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
末
処
理
場

問

城
田
委
員
　
埼
玉
県
で
下
水
道

の
老
朽
化
に
よ
る
道
路
の
陥
没

で
死
亡
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
本
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
そ
の
よ
う
な
事
故
は

な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
終

末
処
理
場
に
つ
い
て
の
機
械
工
事
、
電

令和６年度歳入歳出決算

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 50億9964万8671円 50億4924万6725円 5040万1946円

後期高齢者医療特別会計 5826万0149円 5825万7549円 2600円

国民健康保険事業特別会計 1億1630万0800円 1億1623万5700円 6万5100円

国民健康保険診療所特別会計 1億5597万1806円 1億5597万1806円 0円

水 道 事 業 会 計 2億0103万3725円 1億9550万0318円 553万3407円

下 水 道 事 業 会 計 2億3938万9669円 2億5698万0278円 △1759万0609円

整備が進められるふきだし公園整備が進められるふきだし公園
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気
工
事
の
効
果
と
老
朽
化
の
調
査
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

米
田
建
設
課
長
　
下
水
終
末

処
理
場
の
工
事
は
、
施
設
内
の

汚
泥
処
理
設
備
の
更
新
を
行
う
と
い

う
も
の
で
、
令
和
６
年
か
ら
進
め
て
お

り
、
今
年
度
中
に
完
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
効
果
に
つ
い
て
は
処
理
場
に
集
ま

る
汚
泥
の
施
設
か
ら
処
理
施
設
へ
搬
出

し
や
す
い
よ
う
、
水
分
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
敷
地
内
か
ら
処
理

施
設
へ
運
ぶ
際
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
臭
気

が
外
に
漏
れ
な
い
点
で
、
周
辺
の
環
境

整
備
に
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
調
査
は
改
修
箇
所
の
選
定
、
順
番

を
決
め
、
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

計
画
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

集
落
支
援
員

問

中
村
委
員
　
地
方
交
付
税
の

中
で
特
別
交
付
税
が
増
額
と

な
っ
た
理
由
と
し
て
、
大
雪
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の
採
用

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
集
落
支
援
員
に

つ
い
て
具
体
的
な
取
組
等
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答

加
藤
生
涯
学
習
課
長
　
集
落

支
援
員
制
度
を
活
用
し
て
、
ふ

る
さ
と
教
育
推
進
員
を
配
置
し
、
京
極

町
の
歴
史
の
整
理
、
歴
史
講
座
を
開
催

し
た
り
、
湧
学
館
内
の
施
設
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

幼
児
交
流
倶
楽
部

問

中
村
委
員
　
幼
児
交
流
倶
楽

部
が
保
育
園
の
受
入
れ
年
齢
の

引
下
げ
を
理
由
と
し
て
中
止
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
詳
し
い
内
容
と
今
後
の
事

業
展
開
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

を
伺
い
ま
す
。

答

加
藤
生
涯
学
習
課
長
　
春
に

幼
児
交
流
倶
楽
部
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
募
集
を
か
け
ま
し
た
が
、
保

育
園
の
受
入
れ
年
齢
が
下
が
っ
た
と
い

う
現
状
か
ら
、
６
年
度
は
、
参
加
申
込

み
が
な
か
っ
た
の
で
中
止
し
た
の
が
現

状
で
す
。
幼
児
教
育
、
子
育
て
支
援
の

充
実
は
今
後
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、

湧
学
館
の
図
書
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

問

渡
邊
委
員
　
６
年
度
決
算
で
は

予
算
か
ら
す
る
と
１
億
円
程
度

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と

扱
う
業
者
を
２
社
か
ら
１
社
に
変
え

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
業

者
の
切
替
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
過

を
伺
い
ま
す
。

答

兼
松
総
務
課
長
　
経
費
で
手

数
料
を
抑
え
る
こ
と
も
検
討
す

る
中
で
、
手
数
料
が
安
い
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
納
め
る
方

の
ニ
ー
ズ
に
最
適
な
理
由
と
し
て
変

更
し
ま
し
た
。

　
減
額
の
要
因
は
制
度
設
計
に
よ
っ
て

経
費
の
割
合
が
50
％
以
下
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
寄
附
の
額
が
１
万
円
で
あ
っ
た

も
の
に
対
し
、
１
万
５
０
０
０
円
の
寄

附
で
改
正
前
と
同
じ
返
礼
品
が
も
ら

え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
北
海

道
か
ら
送
る
も
の
は
本
州
よ
り
も
運

送
費
が
高
い
な
ど
の
要
素
か
ら
、
納
税

者
の
意
向
が
違
う
も
の
に
流
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納

問

大
野
委
員
　
令
和
５
年
度
か
ら

６
年
度
に
か
け
て
滞
納
額
が
増
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加
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
要

因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

米
田
建
設
課
長
　
様
々
な
事
情

に
よ
り
納
付
自
体
が
遅
れ
て
し

ま
い
、
年
度
末
を
迎
え
て
未
収
額
が
あ

る
方
。
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て
家
賃

を
納
め
ら
れ
な
い
方
が
お
り
、
そ
れ
が

累
積
的
に
令
和
６
年
度
分
も
未
収
と

な
っ
た
こ
と
が
未
納
家
賃
が
増
額
に

な
っ
た
背
景
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
道
の
維
持
関
係

問

大
野
委
員
　
道
路
の
維
持
関
係

で
は
道
路
の
補
修
を
含
め
て
相

当
の
金
額
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
業
者
の
関
係
で
道
路
・
穴
の
補
修

が
か
な
り
遅
れ
る
事
情
と
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
穴
の
部
分
で
タ
イ
ヤ
が

パ
ン
ク
し
た
な
ど
の
苦
情
は
出
て
い
な

い
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答

米
田
建
設
課
長
　
パ
ン
ク
し
た

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
砕
け
て
下

地
が
見
え
て
い
る
状
態
、
穴
が
開
い
て

深
さ
が
出
て
い
る
場
合
は
、
各
地
先
の

方
か
ら
早
期
に
修
繕
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
通
行
上
支
障
が
あ
る
等
の
問
合
せ

も
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
安
全
確

保
の
た
め
に
早
急
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
舗
装
業
者
の
業
界
の
マ
ン

パ
ワ
ー
な
部
分
が
あ
り
、
発
注
し
て
か

ら
現
場
に
入
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
傾
向
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場

合
は
応
急
処
置
で
穴
を
埋
め
る
対
応

を
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

舗
装
合
材
の
施
工
に
は
、
業
者
が
行
う

分
と
町
で
行
う
分
で
は
耐
久
性
に
差

が
出
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
町
と
し
て
は
、
舗
装
の
補
修
は

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

京
極
町
の
財
政
状
況

問

船
場
委
員
　
令
和
６
年
度
は
、

最
終
的
に
財
源
不
足
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
他
町
村
に
比
べ
基
金
が
多

く
あ
る
と
い
う
こ
と
が
有
利
な
部
分
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
般
財
源
を

使
わ
ず
に
で
き
る
だ
け
補
助
金
等
を

使
う
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
、
財
源
的
な
も
の
で
ど
の
よ

う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
か
町
長

に
伺
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長
　
い
か
に
一
般
財

源
を
使
わ
ず
に
事
業
を
展
開
し

て
い
く
か
、
特
に
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
事
業
債

あ
た
り
は
、
借
入
れ
の
う
ち
７
割
が
交

付
税
と
し
て
算
入
さ
れ
て
く
る
た
め
、

非
常
に
有
効
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
過
疎
債
は
同
様
に
７
割
が
交
付
税

と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
な
債
務
を
し
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
過
疎
債
は
令
和
８
年
度
で
終
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
９
年
か
ら
12
年

ま
で
の
４
年
間
は
過
疎
債
が
使
え
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
、
緊
急

自
然
災
害
防
止
事
業
債
は
令
和
７
年

度
で
一
旦
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら

現
在
、
国
に
継
続
延
長
の
要
望
を
し
て

お
り
、
国
か
ら
前
向
き
に
検
討
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ア

プ
リ
の
開
発
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ

で
起
債
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
な
話
も

伺
っ
て
い
る
の
で
、
有
効
な
も
の
は
起

債
を
借
り
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

問

渡
邊
委
員
　
学
校
体
育
館
が

避
難
所
と
い
う
指
定
も
受
け
た

中
で
、
冷
暖
房
が
つ
け
ら
れ
る
の
か
ど

う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答

小
野
寺
学
務
課
長
　
学
校
が

避
難
所
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は

教
室
の
開
放
、
簡
易
型
の
エ
ア
コ
ン
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
冷
風
機
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
増
強
に
つ
い
て
は

計
画
的
な
備
え
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

9 京極町議会だより 第192号（令和7年11月25日発行）
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一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

問

ふ
き
だ
し
公
園
再
開
発
に
つ
い

て
、
湧
水
口
の
ト
イ
レ
は
災
害

時
に
も
対
応
可
能
な
移
動
式
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
ご

み
出
し
、
Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
環
境
や
ス
マ
ホ

の
充
電
環
境
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

佐
古
岡
町
長
　
使
い
勝
手
が

悪
く
て
使
用
頻
度
が
低
い
施

設
は
、
整
備
計
画
の
策
定
中
で
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
対
応
策
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ

環
境
や
携
帯
充
電
の
設
備
等
は
、
計
画

を
待
た
ず
に
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
整

備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
く
整
備
を
進
め
て
い
け
る
よ

う
に
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

東
原
教
育
長
　
関
係
者
と
意
見

交
換
を
行
い
、
改
修
方
法
や
料

金
の
徴
収
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
へ
向
け
て
ご
み
の
回
収
等

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

国
内
外
の
方
が
な
じ
め
る
よ

う
な
根
本
的
な
シ
ス
テ
ム
、
文

化
的
に
理
解
で
き
る
も
の
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
外
の

方
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
今
後

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

答

佐
古
岡
町
長
　
再
開
発
を
進

め
る
に
当
た
り
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
公
園
に
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
も
の
に
す
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
方
が
使
い
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
を
頭

に
入
れ
な
が
ら
、
再
開
発
整
備
等
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
起
業
が
ま
ち
を
動
か
す

問

創
業
支
援
事
業
の
実
績
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
助
成
金
の

適
用
先
を
自
治
体
や
観
光
協
会
発
行

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
記
載
し
て
も

問
題
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答

佐
古
岡
町
長
　
令
和
元
年
か

ら
の
５
年
間
は
４
件
で
、
要

綱
変
更
後
は
昨
年
度
で
２
件
、
今
年
度

１
件
で
す
。
現
在
１
件
が
申
請
中
で
す

が
、
現
在
、
問
合
せ
が
５
件
程
度
あ
る

災
害
対
応
や
利
便
性
向
上
を
含
む

公
園
整
備
を
期
待

町 長

早
く
整
備
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く

城
し ろ

田
た

幸
ゆ き

俊
と し

議
員
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ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。

こ
と
か
ら
、
成
果
が
現
れ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
事
業
者
の
公
表
等
も

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
制
度
の
周
知
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
に
聞

く
と
、「
事
業
費
の
一
部
と
し

て
使
い
ま
し
た
」
と
い
う
答
え
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
方
に
も
納
得
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
い
う
の
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
り

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長
　
公
表
方
法
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
購
入
し
て
も
細
か
い
部
分
ま
で

の
公
表
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。「
こ

う
い
う
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
補
助
金
を
出
し
て
い
る
」
と
い

う
よ
う
な
表
現
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
だ
よ
」
と
い
う
公
表
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
が
る
笑
顔
、広
が
る
共
生

問

い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ
ス
の
効
果

と
今
後
、
京
極
町
は
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長
　
参
加
者
は
障

が
い
の
あ
る
方
が
１
１
４
名
と
、

そ
の
ご
家
族
２
４
５
名
で
合
わ
せ
て
３

５
９
名
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
約
６
５
０
名

で
、
そ
の
う
ち
町
内
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は

２
１
６
名
で
す
。「
い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ

ス
２
０
２
５ 

ｉ
ｎ 
き
ょ
う
ご
く
」
の

開
催
は
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
障
が
い
施
策
に
関
す
る
事
業

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
、
地
域
共
生
社
会

に
向
け
て
一
歩
ず
つ
福
祉
政
策
の
推
進

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

東
原
教
育
長
　
小･

中
学
生
か

ら
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
や
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
へ
の
教
育
が
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど

多
様
な
活
動
に
触
れ
る
よ
う
な
機
会
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

来
年
の「
い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ
ス
」

は
洞
爺
湖
で
の
開
催
で
す
。
い

け
ま
ぜ
を
経
験
し
た
人
が
来
年
は
洞

爺
湖
町
に
行
っ
て
、
参
加
し
て
も
ら
え

た
り
す
る
「
つ
な
が
り
」
を
大
事
に
し

て
、
促
し
て
い
け
れ
ば
さ
ら
に
よ
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

答

佐
古
岡
町
長
　
洞
爺
湖
町
長

と
も
何
か
一
緒
に
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
相
談
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
洞
爺
湖
町
と
も
同

じ
「
い
け
ま
ぜ
」
を
開
催
し
た
仲
間
同

士
で
今
後
も
い
ろ
い
ろ
と
相
談
を
さ
せ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
政
策
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旧給食センターで保管されている備蓄品
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意 見 案

国土強靱化に資する道路の
整備等に関する意見書　（原案可決）

提出者　大野利明議員

　　北海道は、豊かな自然、広大な大地、冷涼な気候などの特性と豊富な再生可能エネルギーをはじめ、

我が国最大の供給力を有する農林水産業、自然や文化を生かした魅力的で質の高い観光資源といった数

多くのポテンシャルを有しており、これらの独自性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可能

な活力ある北海道の実現を目指している。

　しかしながら、本道の道路を取り巻く環境は、高規格道路におけるミッシングリンクをはじめ、自然

災害に伴う交通障害、幹線道路や通学路における交通事故、道路施設の老朽化など多くの課題を抱えて

いる。

　こうした課題を解消し、人流・物流の効率化による生産性向上及び国際競争力の強化や、激甚化・頻

発化する大規模災害に備えた強靱な地域づくりを進めるためにも本道の骨格を形成する高規格道路から

身近な市町村道にいたる道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進するとともに、積雪寒冷地である

本道では、安定した除排雪体制の確保など、冬期間の住民の安全・安心を確保することが必要である。

　そのため、地方財政が依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準の上昇に対応する中でも、

必要な道路整備や除排雪を含む維持管理を長期安定的に進めるための予算を確保することが重要である。

　よって、国においては、切迫する日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震や気候変動に伴い激甚化・頻発

化する自然災害への対応のほか、令和６年能登半島地震の教訓なども踏まえ、高規格道路から市町村道

に至る道路網の整備や老朽化対策、除排雪の充実確保など国土強靱化の取組をより一層推進するため、

次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１　山積する道路整備の課題に対応しながら計画的かつ長期安定的な道路整備や維持管理が進められるよ

う、必要な予算を確保すること。

２　第１次国土強靱化実施中期計画に基づく橋梁、トンネル、舗装等の老朽化対策や無電柱化などを着実に

進めるために今後の資材価格・人件費高騰等の影響を適切に反映した必要な予算・財源を確保すること。

３　人流、物流の活性化による生産性向上に向けた高規格道路のミッシングリンクの解消や、高規格道路

と直轄国道の連携によるダブルネットワークの構築、暫定２車線区間の４車線化や耐震補強等の機能

強化など、国土強靱化に資する災害に強い道路ネットワーク整備を促進すること。

４　令和７年度より舗装補修の対象範囲が拡充された緊急自然災害防止対策事業債の延長を含めた地方財

政措置制度の充実を図ること。

５　冬期における安全な道路交通の確保、通学路などの交通安全対策の推進など、地域の暮らしを支える

道路整備や除排雪を含む維持管理の充実が図られるよう、必要な予算を確保すること。

６　災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び各開発建設部の人員体制の充実・強化

を図ること。

　　以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

令和７年９月４日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　 北海道虻田郡京極町議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　 議　長　小　柳　光　義

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・国土交通大臣・国土強靱化担当大臣
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26日
 全員協議会

29日
産業建設並びに総務合同常任委員会

議会運営委員会

４日
令和７年第３回京極町議会定例会

開会

自由民主党北海道第四選挙区支部移動政調会

　　　（羊蹄山麓区）（倶知安町）

５日
令和７年第３回京極町議会定例会 再開

９･10日
決算特別委員会

４日
京極中学校文化祭 

11日
京極小学校学習発表会 

16日
町村監査功労者表彰式・町村監査委員

全国研修会（東京都）菊地議員

18日
第22回ほかほかまつり 

４日〜５日
京極町議会議員視察研修（札幌市・北広島市）

６日･12日･14日
議会だより編集委員会

11日
令和７年第３回京極町議会定例会　

再開・同日閉会

17日
令和７年度敬老会（公民館）

29日
後志町村女性議員協議会研修会（真狩村）中村議員

20日〜23日
羊蹄山麓町村議会正副議長会正副議長

道外研修（福岡県・大分県）議長・村上委員長

27日
産業建設常任委員会所管事務調査
（町内一円）

28日
総務常任委員会所管事務調査（町内一円）

29日
後志町村議会議長研修（札幌市）

議会だより編集委員会

11日
後志町村議会議長会北海道横断自動車道に係る

中央要望（東京都）

12日
第69回町村議会議長全国大会（東京都）

町村議会議長全国研修会（東京都）

8月

9月

10月

11月
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京極町で「ガンバル人」を紹介します京極町で「ガンバル人」を紹介します第  18 回

みんなみんなのの声声をを町政町政にに

「陳情」「請願」をご存じですか？

　町政への要望や意見を議会に提出することが

できます。議員の紹介のあるものを請願、ない

ものを陳情と呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会運営委員会で

協議し、付託された委員会で審査することに決

定したものは慎重に審査され、本会議で最終的

に採択か不採択になります。採択されたものは、

町長などにその結果を伝え、実現を図ります。

議会を「傍聴」しませんか？

　京極町議会の本会議は、どなたでも傍聴でき

ます。庁舎２階の議会事務局で受付を行ってい

ますので、ぜび傍聴にお越しください。

次回定例会は12月中旬の開会予定です。

　
令
和
7
年
9
月
第
3
回
議
会

定
例
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
広
報
ツ
ー
ル
「
議
会
だ
よ
り
」
１
９
２
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
定
例
会
に
て
令
和
6
年
度
決
算
の
認

定
審
査
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
に
審
査
付
託
さ
れ
、
会

期
中
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
認
定
と
な
り
、

さ
ら
に
定
例
会
が
開
催
さ
れ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議

会･

決
算
特
別
委
員
会
で
は
質
問
や
活
動
等
を
具
体
的

に
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
開
か
れ
た
議
会
の
様
子
を
伝
え
、

よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
励
ん
で
邁ま

い
し
ん進

し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
紙
面
作
成
に
当
た
り
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
村
上
敦
）

編

集

後

記

猟友会を始める猟友会を始めるきっかけきっかけは？は？
　昭和55年から狩猟を始めました。始める

前に趣味のスノーモービル中に猟友会の方々

に出会って、春熊駆除に同行した際、野生の

ヒグマを目撃したことから興味を持ったこと

がきっかけです。

猟友会の猟友会の
活動内容活動内容は？は？
　♢春期管理捕獲 ♢カラスの

檻の設置 ♢２名１班での鳥獣

パトロール ♢有害鳥獣の対応

などを活動しています。

　そのほかに年２回の射撃練習

大会で技能を磨いたり、10月1日

には初猟に行きました。

　農作物の被害も出ていますので、被害

を減少するために日々の活動に尽力しています。

印象的印象的だっただった出来事出来事は？は？
　白糠町の水源地に銃を持って向かい、

鹿を撃って車に戻る途中に、近距離で熊に

４回吠えられて怖い体験をしました。

今後今後のの取組取組についてについて
　倶知安支部の中で京極町の猟友

会は25名が在籍しています。一番

人数は多いのですが、ベテランハン

ターは年配の方が多く、いざという

ときに山に入っていくなどの精力的な

活動が厳しくなってきています。

　若い方も農家の方が多く、緊急の対応

が難しいところもありますが、若い世代にこれ

までの取組や技術を継承していきたいと思います。

町民の町民のみなさんみなさんへへ
　大体の熊は逃げてくれますが、スピーカーでラジオを流すなど、大きな音を立てて

も怖がらない個体もいます。過信しないことが大切です。出没地域では朝夕の外出に

十分注意してほしいと思います。

受け継ぐ技と誇り、

未来へつなぐハンター魂！

第18回は第18回は
京極町猟友会会長京極町猟友会会長のの

南南
みなみかわみなみかわ

川川喜喜
き よ みき よ み

世美世美さんですさんです
京極町猟友会京極町猟友会

京極町猟友会の皆さん


